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外
交
問
介
の
成
柑
を
窺
ぴ
て
駿
お
ー
に
唱
下
し
セ
為
推
断
な
J

り

を
。
加
之
何
彪
ま
で
も
お
人
よ
し
な
る
瑛
は
敵
の
放
て
る

流
由
一
同
に
践
は
3
れ
て
倣
の
戦
備
を
終
ら
も
d

る
を
確
信
し
、

先
づ
敵
の
機
先
・
を
州
制
し
て
一
県
に
半
島
を
版
制
し
議
3
ん

と
せ
る
な

b
o

然
れ
ど
宅
其
紡
巣
は
如
何
、
詐
称
西
は
日
く
、
腕
は
攻

般
の
地
位
を
取
れ
・
9
0
況
は
々
勝
邦
は
伊
木
利
内
の
燦
木
利

飯
を
保
護
せ
ん
が
ぬ
め
に
燦
太
利
を
助
く
る
の
義
務
な
し

と
。
英
土
口
利
は
日
く
、
維
品
納
政
府
拡
英
の
後
援
叉
拡
同

情
を
求
む
ぺ
品
己
資
格
を
喪
失
せ
ιリ
と
。
而
し
て
仰
蛍
・
・
の
先

僚
は
開
戦
と
何
時
仁
粛
々
ー
し
し
て
ア
ル
プ
ス
山
を
総
ヘ

t

b
。
戦
以
・
下
し
て
勝
敗
の
数
段
に
定
ま
れ
1

り。

(
次
蹴
完
結
)

、
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十
三
日
M
L

品
モ

y
政
府
の
手
に
落
も
な
L
リo
カ
グ
i
ル
は

之
を
握
っ
て
議
蹴
せ
ι
リ
。
没
問
中
に
は
資
に
億
々
三
日
の
問

に
武
袋
解
除
e

ど
な
す
可
合
同
日
を
要
求
吃
る
倣
慢
な
る
女
字
…

の
羅
列
せ
る
あ

b
き
o

是
れ
貨
に
カ
グ
!
ル
が
失
泉
浴
勝
…

の
叫
に
己
げ
な
く
相
互
撤
兵
楽
に
同
窓
ナ
ペ
を
を
宣
告
せ
一

る
よ
b
僅
に
ニ
日
の
後
な
よ
リ
念
。
彼
は
邸
中
勺
凶
月
二
十
六
一

日
を
以
て
餓
然
と
し
て
大
な
る
h
h
Z
.
0
ゴ
全
焼
太
利
に
洛
仰
い
一

t
リ
。
四
月
二
十
八
日
開
太
利
は
笠
抑
制
を
布
告
せ
L
ッ
。
翌
二
一

十
九
日
閲
兵
終
に
チ
ジ
ノ
(
叶
刊
の
の
山
口
O
)

を
渡
る
。
践
は
大
事
…

を
滋
て

b
o
列
闘
の
同
情
は
み
…
く
地
を
捌
っ
て
去
れ
る
な
…

1
リ
0

1

~

瑛
太
利
け
い
何
の
煩

υ所
あ
ιリ
て
械
を
宜
し
な
る
。
議
し
一

締
巡
聯
邦
の
後
援
を
信
b
て
、
敵
の
備
へ
な
を
に
染
ゃ
ん
一

と
せ
る
も
の
な

b
o
保
険
西
は
仰
向
乙
民
族
の
伎
に
天
を
戴
一

く
可
戸
川
公
る
の
敢
な
ら
。
腐
と
似
iι

争
ふ
に
際
じ
袖
手
し
一

て
之
を
傍
槻
ず
る
も
の
は
紛
逸
民
族
中
の
議
一
諜
な
ム
リ
、
規
一

に
し
て
一
皮
彼
等
の
敵
機
v

の
を
刺
激
せ
ん
わ
、
彼
等
は
先
一

点
ゲ
)
争
ふ
て
践
の
後
に
従
は
ん
。
英
古
利
は
必
ポ

J

好
窓
的
中

立
止
な
し
て
陰
に
防
仁
践
を
助
け
ん
E
Cば
瑛
・
の
然
政
家
が

新

紹

介

者
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一

公

債

叫

ん

般

論

一

の・〉・

ω
Sロロ
ω
ロl
切円一件目的げの
O
口ω
O
一ω
m
g
-
仏
吋
吋
g
n
r
…

同
8
5
3
N
h
p
-
H
U
o
m
v
H
1
0
ロ仏
O

口
同

ω
・関山口
m川
区
仏

ω
oロ・一

仇

円

山

・

ロ

ゆ

け

・

~

本
書
は
儲
に
二
十
凶
頁
を
数
ふ
る
に
滋

3
る
井
々
ル
ム

る
小
冊
子
の
如
く
な
れ
ど
も
、
共
内
容
に
笠
て
は
、
大
仁
一

見
る
可
を
唱
の
あ
6
0
濯
し
笑
似
雨
閥
財
政
の
信
用
椋
皮
…

を
者
ふ
る
仁
、
英
関
川
史
的
き
広
一
必
1

り
て
、
側
協
が
低
を
に
一

在
る
け
い
、
何
人
も
娘
、
保
に
告
し
ま
合
ゐ
所
な
る
仁
、
雨
関
一

首
公
僚
の
時
僚
と
利
率
と
を
野
照
ず
る
と
め
己
は
、
一
用
者
の
中
山
庄
一

蹴
る
少
な
ぎ
を
見
る
。
ス
タ
ユ
ユ
!
エ
ル
氏
は
之
を
説
明
一

し
て
臼
く

倣
蘭
商
は
英
世
口
利
よ
よ
り
弘
小
閣
に
し
〈
、
英
の
人
口
問

ス
ダ
一
一

ユ

i
I
ル
氏
英
俄
雨
間

部

制

強

有

総

ょ"，~宅.，~~，~号、行
~ ~可仏， 
*，;ご也，-.-・、

毛

千
百
碍
に
針
し
、
一
一
一
千
九
百
高
の
人
口
を
有
す
る
に
止

ま
・
夕
、
立
(
宮
川
似
活
英
闘
に
・
比
較
し
て
劣
る
所
あ
6
0
併

の
及
川
債
現
在
高
は
十
億
勝
、
人
口
一
人
宛
二
十
五
勝
な

る
に
、
英
の
m
公
債
現
在
高
は
お
億
五
千
高
砂
に
し
て
、

人
口
一
人
宛
十
八
勝
な
よ
リ
。
銚
は
境
界
に
於
て
他
の
版

図
ー
し
柿
按
ず
る
仁
、
英
の
境
界
は
海
に
依
て
保
設
せ
ら

る
。
期
る
状
況
の
下
に
於
て
は
英
凶
の
る
伎
は
仙
闘
の

る
佼
仁
比
較
し
、
少
な
く
と
も
二
割
以
上
の
市
保
土
有

す
可
営
答
な
る
じ
、
事
資
は
此
滋
到
に
一
民
を
、
英
の
一
一

分
五
周
利
付
設
債
の
時
傾
八
十
四
に
胤
到
し
、
仰
の
一
一
一
分

利
付
日
公
債
の
時
償
九
十
六
な
よ
ツ
。
換
言
す
れ
ば
英
は
百

械
の
税
金
b
v
t
梁
ず
る
仁
蛍
b
、
百
十
九
踏
の
恐
債
を
緩

行
せ
合
ゐ
一
円
わ
ら
ぴ
る
に
、
仰
は
一
白
岡
磁
の
会
債
を
強

行
す
れ
ば
可
な

b
o
然
ら
ば
英
は
百
砂
に
付
窓
一
一
勝
十

九
志
六
芹
の
利
子
を
柳
川
ω
、
倣
は
一
一
一
砂
ニ
・
芯
五
井
の
利

子
を
挑
ふ
対
も
の
に
し
て
、
共
義
三
潟
、
だ
け
英
岡
仁
取
て

有
利
な
る
に
過
ぎ
弁
明
る
な
ι
リ0

然
ら
ば
雨
閥
会
伎
の
時
償
に
斯
ゐ
事
費
乞
生
ヂ
る
に
怒

れ
る
原
図
如
何
。
近
年
英
幽
仁
一
於
て
ゴ
シ
ア
ル
昏
僚
時
償

、日一日一一一

、ー‘!
》

， 
γ . 



紙

袋

繍

介

日
一
一
四
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の
低
落
甚
だ
し
く
、
終
日
坊
に
業
後
替
を
見
る
能
は
診
る
を
、
牧
受
せ
し
め
、
以
て
部
資
者
の
放
資
に
侠
せ
ん
乙
と
を

以
て
、
経
々
世
間
の
治
意
宮
喚
起
す
る
に
室
れ
る
が
、
多
希
盟
ず

o
d
M印
肘

no
口O
H
け
い
お

ω仲
間
V
け

ω
弁
お
O

∞w
参
照

数
の
人
は
之
を
以
て
コ
ン
ツ
ル
ロ
公
僚
が
…
般
公
衆
の
放
資
営
時
此
決
議
仁
は
反
締
多
く
し
〈
、
会
部
の
議
泌
合
目
地

に
越
せ
公
る
に
反
し
、
倒
閥
会
僚
が
之
に
い
巡
す
る
の
一
事
る
能
は

y
bし
が
、
此
績
の
議
論
け
い
次
第
に
世
間
に
勢
力

を
以
て
、
班
尚
と
す
る
替
の
h

如
し
。
悲
し
英
図
仁
一
於
て

k
博
す
る
に
至
れ

-bo
ス
タ
コ
ユ

i
ぷ
ル
品
川
川
英
例
溺
倒

は
鶴
来
滋
締
役
債
の
主
義
を
倒
執
し
、
英
蘭
並
仁
・
ワ
エ
!
の
日
公
債
を
比
較
し
、
英
開
会
俄
市
制
以
上
滋
の
匁
め
に
策
ナ

ル
ス
に
は
英
鶴
銀
行
、
愛
闘
に
は
受
蹴
銀
行
仁
一
備
ふ
る
一
万
ゐ
所
信
亦
貨
に
以
上
決
議
案
の
魁
お
と
異
な
ら
-JFo

仰
繭

峡
仁
於
け
る
詑
入
仁
依
て
、
恐
債
所
得
織
を
諦
別
し
、
英
一
酉
の
会
僚
に
詑
名
、
鉱
山
花
名
の
形
式
の
外
に
、
記
名
に
し
て

詑
入
滋
真
仁
依
て
、
所
有
機
の
核
削
仰
を
行
ひ
、
談
ぬ
伊
を
後
一
口
比
つ
利
札
を
有
す
る
混
入
官
談
参
の
存
ず
る
乙
と
を
読
を
、

行
ず
る
場
合
に
唱
、
五
十
勝
を
最
低
級
耐
と
す
る
が
故
に
、
一
一
公
伎
の
額
回
以
、
一
年
の
利
子
二
絵
に
上
る
も
の
を
最
低

勢
市
資
者
の
技
資
を
誘
ふ
能
は
芯
る
に
至
る
。
設
に
於
て
一
と
し
、
随
て
一
一
一
分
利
付
税
務
の
場
合
じ
は
綴
一
闘
を
六
十
六

一
か
英
附
仁
於
て
川
市
他
凶
の
如
く
小
額
附
の
会
債
統
治
闘
を
挺
一
怯
六
十
六
参
・
ま
で
低
く
す
る
を
得
る
が
故
仁
、
一
公
僚
は
資

に
行
ず
可
し
と
の
説
を
生
b
、
判
例
に
一
昨
年
九
月
カ
!
ヂ
プ
一
力
の
多
お
と
社
命
日
上
に
於
け
る
地
位
史
的
下
を
問
は
歩
、

に
開
催
叫
に
ら
れ
食
る
商
業
舎
議
所
聯
人
官
舎
に
於
て
、
リ
グ
一
線
て
の
階
級
に
依
〈
需
要
せ
ら
れ
、
会
僚
の
需
要
殆
ど
無

ア
I
プ
ー
ル
-
商
業
合
談
所
は
庄
の
決
隣
家
を
抗
出
L
食
る
一
一
限
に
増
加
す
る
ζ

と
を
論

b
t
b。
殊
に
第
一
一
一
挙
の
議
論

乙
と
あ

b
o

一
の
如
ぬ
己
最
活
要
領
'
Y
可制伴大
L
り
と
す
可
し
。
然
れ
ど
宅
我
議
・

政
府
は
ゴ
Y

ソ
ル
恐
伎
の
議
行
取
引
に
闘
し
、
評
議
有
一
は
単
に
英
闘
の
お
債
は
按
簿
式
に
娘
J

り
、
倒
閣
の
会
僚
は

償
統
参
に
行
は
る
、
方
絵
を
採
用
し
、
且
つ
無
認
名
小
読
書
式
に
擦
よ
り
、
前
者
は
額
面
高
く
、
後
者
は
綴
而
低
を

鶴
岡
の
続
歩
を
緩
行
し
、
官
臨
郵
侠
局
を
し
て
利
札
を
を
以
て
、
一
蹴
じ
論
者
が
潟
ふ
る
相
候
補
閥
抗
公
債
の
信
用
科
皮

. 
司 J ‘

u 

j 勾・・" ， 
ー、;‘

E 唱冒・-ーョ

.‘ 

1?1j:J: 

も.、、

‘者 2

に
影
響
を
反
ぽ
す
も
の
と
信
ヂ
る
能
は
ヂ
。
雨
閥
近
年
・
・
仁

於
け
る
れ
公
債
償
還
の
方
法
程
度
の
如
を
此
鮪
仁
一
金
大
の
闘

係
を
有
す
る
唱
の
な
る
に
、
著
者
、
が
此
献
に
一
言
の
論
及
一

ず
る
所
な
が
1
9
し
を
遺
慨
と
す
。
叉
仮
に
小
額
面
の
恐
債
一

殺
害
を
緩
行
し
、
薄
費
者
が
之
を
質
入
れ

t'り
と
し
、
而
一
外
側
斜
替
を
桝
究
す
る
区
、
純
粋
の
測
論
b
e
・
主
位
に
躍

し
て
総
務
上
の
縫
動
に
依
て
、
薄
資
者
が
屡
々
、
市
坊
に
之
一
く
も
の
と
、
資
務
に
童
向
C
J

を
続
く
も
の
と
ニ
樋
の
方
件
前
あ

左
資
崩
す
が
如
を
慮
置
k
取
a-h
〆文
L
りi
し
す
れ
ば
、
英
結
果
一
・
6
0
ゴ
ヅ
ジ
デ
〆
兵
錦
幹
論
の
如
を
は
前
者
を
代
表
し
グ

は
果
し
て
如
何
。
却
て
汎
両
信
市
償
の
鱒
動
を
徐
だ
し
が
ち
一
レ
}
ア
氏
外
閥
必
局
幹
智
子
引
の
如
を
は
後
者
を
代
表
す
る
唱

し
ひ
る
に
は
非
合
る
が
。
倣
騎
西
仁
於
て
小
額
則
の
一
公
債
一
の
と
し
て
、
従
来
旋
く
世
間
仁
行
拡
れ
北
る
が
、
近
時
仁

佐
賀
入
る
L
部
資
者
は
専
ら
地
方
に
居
住
す
る
小
山
庶
民
な
一
豆
ι
り
、
巧
仁
腿
論
ー
し
責
務
と
を
調
和
し
て
、
以
て
外
側
聞
潟

る
が
故
仁
、
斯
る
資
出
朋
b
a・
行
以
-VJ
、
隣
て
時
債
の
確
貨
を
一
一
替
の
や
一
班
宏
説
明
す
る
の
風
潮
を
生
b
党

6
0
雨一一一年前一

保
つ
説
υ
の
に
非
公
る
か
。
回
路
等
の
鮪
に
就
て
何
等
説
明
な
一
-
米
閥
仁
於
て
出
版
せ
ら
れ
た
る
マ
!
グ
ラ
ブ
臨
ん
附
際
翁
殺

を
は
、
一
見
に
遺
憾
と
す
る
所
に
し
て
、
此
問
題
仁
一
濁
し
て
一
の
如
営
、
郎
も
此
風
潮
宮
代
表
す
る
ρ
も
の
な
ι
リ
し
が
、
本

倫
阪
大
仁
緋
究
の
飴
地
あ
る
も
の
と
信
歩
。
本
書
を
議
U
一
番
電
亦
貨
に
之
と
系
統
積
類
を
…
仁
ず
る
・
も
の
と
見
る
可

人
に
し
て
、
同
時
に
〉
・
出
・

2
5
8・
口
伝
州
よ
戸
山
口
の
O

口m
o
u
…
し
。
外
閥
銭
替
の
意
義
、
外
側
知
替
手
形
の
説
明
は
純
日
総

8
仏
o
p
m
二
2
0
ω
ω
5
0
口付
ω
m
u
n
o
H
∞ゆ吋・

3
・
8
・HhO
口仏
0
5
一
如
何
な
る
類
書
仁
明
見
る
所
な
る
が
、
第
一
一
…
意
以
下
に
於

ω内包句}内山口・忠良
mywHH
・
5
8・
を
併
せ
譲
ま
ば
、
旋
す
る
mm
一
て
は
、
様
々
の
書
式
を
一
部
し
、
日
本
に
行
は
る
h

慣
行
を

多

か

る

可

し

。

(

抑

制

紅

蹄

ご

態

げ

、

日

本

t
銀
貨
固
と
の
潟
替
相
場
銀
塊
相
場
tr偶
然
替

相
場
之
の
闘
係
等
外
岡
誌
の
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